















































はじめに 


このたびは，ニコン SP 復刻モデルをお買い上 
げいただき，ありがとうございます。このカメ 
ラは，昭和32 (1957) 年9月に発売されたニコ 
ン SP を，撮影フィルムの規定枚数表示など， 
現在の事情に合わせて施した一部の改良点を除 
いて，ほぼオリジナルどおりに再現した，限定 
版復刻モデルです。 

ニコン SP は，当時の精密光学技術を結集し，6 
種のレンズに対応する距離計ファインダーゃ不 
回転一軸シャッターなどを採用した，ニコンレ 
ンジファインダーカメラの最上位機でした。 

そして今回のニコン SP 復刻モデルはただ飾っ 
ておいていただくためだけの記念碑ではなく， 
写真を，カメラを，ニコンを愛する方々に，大 
切に使っていただきたいという願いを込めてお 
届けするものです。 

それでも，現在の随所に自動化が進んだカメラ 
に慣れ親しんでおられる方々は，あたかも撮影 
者に多くのスキルを要求するかのような，未体 
験の操作性に当惑されるかもしれません。どう 
か，この使用説明書をよくお読みいただき，古 
くて新しい，写真撮影のもうひとつの楽しさを， 
存分にご堪能ください。 
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前面図 

1 . 自動コマ数表示盤（フイルムカウンター） 

2. フィルム長さ表示窓（規定撮影コマ数表示窓） 

3. シャッター押しボタン（シャッターボタン） 

4. シャッター巻上げレバー（巻き上げレバー） 

5. フイルム巻もどし切換え （ A 民）リング 

6 . シャッター目盛盤（シャッタースピードダイヤル) 

7. シンクロセレクター窓 

8. シンクロセレクター 

9. アクセサリーシュー 

10. 挿入式フラッシュ用接点 

11. フアインダーセレクター 

12. フイルム卷もどしクランク 

13. 負皮どめ（吊り金具） 

14. シンクロソケット（シンクロターミナル） 

15. 距離計ファインダー窓 

16. 被写界深度目盛 

17. レンズ取りはずし爪 

18. レンズ絞りリング 

19. 距離リング 

20. 距離目盛 

21. セルフタイマー 

22. 無限遠どめ 

23. 焦点調節ギア 

24. レンズ前ぶた（レンズキャップ） 





背面図 


25. 広角レンズ用ファインダーのぞき窓 

26. 距離計ファインダーのぞき窓（ファインダー接眼窓) 

27. フィルム I S 0感度表示盤 

28. S 脚孔 （ S 脚ネジ穴） 

29. 裏ぶた開閉用キイ（裏ぶたロックレバー） 


() 内の表記は，現在販売されているニコンカメラで使用されている名称です。 
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この使用説明書について 


この使用説明書は，ニコン S P 発売時（昭和32年9月） 
の使用説明書の記載内容を，可能な限り再現して作成 
しております。カメラともども，当時（昭和30年代） 
の雰囲気をお楽しみください。 

なお，このため，操作部名称や表現方法等，現在発売 
中の他のニコン製品とは異なる部分があります。また， 
現在発売されていないアクセサリー等についての記述 
も含まれています。あらかじめ，ご了承ください。 


ご使用になる前に 


ニコン SP 発売当時の交換レンズ，その他アクセサリ 
一は，このカメラに装着することはできますが，発売 
より相当年数が経過しておりますので，動作および性 
能は保証いたしかねます。ご注意ください。 

この カメ ラは布製シャッ ター 幕を使用しております。 
幕焼けの恐れがありますので，撮影時な外はレンズキ 
ャップを装着するなどして，直射日光等の強い光がレ 
ンズに差し込まないよう十分ご注意ください。 

このカメラのアクセサリーシューは専用のフラッシュ 
ガン，露出計，ファインダー等（現在は販売致してお 
りません）を装着するためのもので，ホットシュー等 
のダイレクト接点はありません。取り付け脚に接点の 
あるスピードライトは，直接アクセサリーシューには取 
り付けないでください。取り付ける際は，テープ等で 
接点を絶縁してください。 

义 5 cmF 1.8 復刻モデルに，従来の ニコン 製 43 mm フイ 
ルター（ネジピッチニ 0.5 mm ) は装着できません。ま 
た，ニコン もしくは他社製の 48 mm フイルターに つい 
ても装着できません。無理に使用すると，レンズもし 
くはフイルターに大きな損傷を与える可能性がありま 
すのでご注意ください。 



安全上のごま意 


ご使用前にこの「使用説明書」をよくお読みのうえ，十 
分に理解してから正しくお使いください。お読みになっ 
た後は，お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保 
管してください。 

表示について 

製品を安全に正しく使用していただき，あなたや他の人 
への危害や財産への損害を未然に防止するために，重要 
な内容を記載しています。 

表示と意味は义のようになっています。 


A 警告 


この表示を無視して，誤った取り扱いをする 
と，人が死 t または重傷を負う可能性が想定 
される内容を示しています。 


A ミま意 


この表示を無視して，誤った取り扱いをする 
と，人が傷害を負う可能性が想をされる内容 
および物的損害の発生が想定される内容を示 
しています。 


警告-注意の詳細につきましては，7ページをご参照くださし、。 


絵表示の例 


A A 記号は，注意（警告を含む）を促す内容を告げるもので 
す。図の中やおくに具体的なを意内容が描かれています。 

® 0 記号は，禁止（してはいけないこと）の行為を告げる 
ものです。図の中やおくに具体的な禁止内容（左図の場 
合は分解禁止）が描かれています。 

〇 ♦記号は，行為を強制すること（'必ずすること）を告げ 
るものです。図の中やおくに具体的な強制内容が描かれ 
ています。 






A 警告 




ま意 



製品および付属品は，幼児の手の届 
かない巧に置くこと 

ケガの原因になることがあります。 


A 

保管を意 



使用しないときは，レンズにキャップ 
をつけるか太陽光のあたらない巧に 
保管すること 

太陽光が焦点を結び，义災の原因になる 
ことがあります。 



兰脚にカメラやレンズを取り付けた 
まま移動しないこと 


乾倒したりぶつけたりしてケガの原因にな 
ることがあります。 


















確認ください 


■保証書について 

この製品には，保証書を添付してありますのでご確 
認ください。 

•保証書の詳細につきましては，41ページの「アフターサ 
ービスと保証について」をご覧ください。 

■撮影の前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海外旅行など）をするときに 
は，必ず試し撮りをして，カメラが正常に機能する 
う、を事前に確認してください。 

•本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費 
用および利益喪失等に関する損害）についての補償はご 
容赦願います。 

■定期的に点検サービスを受けてください 

カメラは精密機械ですので，！〜2年に1度は定期 
点検を，3〜日年に1度はオーバーホールされるこ 
とをおすすめします（有料)。 

■本製品を安んしてご使用いただくために 

本製品は，当社製の専用レンズ，アクセサリーに適 
合するように作られておりますが，組み合わせて使 
用できるレンズ，アクセサリー等は販売されてから 
相当の年数が経過しているため，動作につきまして 
は，本カメラの付属品である义 5 cmF 1.8 レンズとの組 
み合わせのみを保証しております。 

•他社製品との組み合わせ使用により，事故，故障などが 
起こることもございます。 

•付属品（お確かめください） 

® か. 

レンズフード 


3.5 cmF 1.8 用 
レンズ前ぶた 
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S 角環 

(プラスチックカバー付き） 


兰角環のがけ方 

1. S 角環の巧れ曲がってい 
る部分を負皮どめ（吊り 
金具）に差し込み，云角環 
を回して取り付けます。 

S 角環の巧れ曲がってい 
る部分を折ります。 



裏ぶたの取り外し-装着 

「ニコン SP 復刻モデル」は，現在の一眼レフ カメラ 等と 
は，裏ぶたの開閉方法が異なり，裏ぶたの取り外し.装 
着の際にフイルムレール，フイルム圧板を傷つけるおそ 
れがありますので，ご注意ください（フイルムレール， 
フイルム圧板に傷が付いても，撮影に影響はありません）。 
特に，フイルムが装てんされていないときは，シャツタ 
一幕保護フイルムシートを使用してシャツター幕，フイ 
ルムレールを保護してください（同シートは紛失しない 
ようにご注意ください）。 



フィルムまたはシャツター幕保護フィルムシートがないとき 
は，製品に傷が付くのを最小限に抑えるため，裏ぶたの 
フィルム圧板とボディ内部のフィルムレールとがすれ合 
う距離が短くなるよう，乂の手順で裏ぶたを装着してく 


ださ 

1 . 


レ、 


裏ぶたのかぶせ部分と 
カメラボデイのかみ合 
わせ部かとの距離（図 
5の A ) がなるベく小 
さくなる位置で，裏ぶ 
たをかぶせます。 

裏ぶたをカメラに軽く 
押し当てながら静かに 
スライドさせて，完全に閉じます 
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ニコン SP 復刻モデルの使い方 




距離計ファインダー 


ニコン S P カメラの最も著しい特徴は，距離計と共に 
万能ファインダーが内蔵されていることであります。こ 
れによって 2.8 cm ， 义 5 cm ，5 cm , 8.5 cm , 10.5 cm および 
13.5 cm という 6 種類のニッコール交換レンズの各々の画 
角が示されますので，特別のファインダーをとり付ける 
必要はありません。 

距離計ファインダーののぞき窓は第6図に示すように 
左右二つの部分にわかれています。右側は連動距離計と 
同時に 5 cm ，8.5 cm ， 10.5 cm および 13.5 cm のレンズのフ 
ァインダーとなっております。左側は広角レンズ 2.8 cm 
と义 5 cm 用のフアインダーとなっております。 



a . 2.8 cm および义 5 cm b . 連動距離計と 5 cm ，8.5 cm , 

用ファインダー 10.5 cm および 13.5 cm レンズ用 

ファインダー 
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焦点合わせ 



レンズの距離リングを回せばレンズが出入りします。 
距離リングを回しながらファインダーの右側の窓をのぞ 
いてその視野の中心に見える被写体の二重像（第7図 a ) 
を合致させれば，その被写体に対してレンズの焦点が合 
ったことになります（第7図 b )。 

合致を正確に見るためには，カメラを横にもつ場合は， 
被写体内の垂直方向の線を選ぶと好都合です。またカメ 
ラを縦にもつ場合は，水平方向の線を選ぶと好都合です。 

被写体までの距離は，二重像が合致した時の距離目盛 
の数字で示されます。 

8 




内爪マウントに装着する標準レンズ等では，ギヤにつ 
いている無限遠どめを押してからギヤを回しながら焦点 
合わせをします（第8図）。 
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構図のミ夫定 



を指標に合わせます。 

各場合に右側の距離計 
フアインダー窓をのぞき 
ますと5 cm から 13.5 cm 
までの4種類のレンズの 
画面に応じた光像枠が視 
野内に現われます。例え 
ば5 (白文字）に合わせ 
ますと，視野に白線の枠 
が見え（第10図 a ) ます 
が，これが5 cm レンズ 
を用いたときの画面の範 
囲を示すものです。 

义に 8.5 (白文字）に合 
わせますと，もう一つ白 
い枠が内側に現われます 
(第10図 b )。 


標準および望遠レンズ用ファインダー 

まず卷きもどしノブの 
下にあるファインダーセ 
レクター（第9図）を回 
してレンズの焦点距離を 
示す数字（標準レンズ5 
cm では日，望遠レンズ 
8.5 cm では8.5，10.5 cm で 
は10.5, 13.5 cm では 13.5) 


— 14 — 











これが 8.5 cm レンズの画面範囲です。 

义に10.5 (黄文字）に合わせますと，内側に更に黄色 
の枠（第10図 C ) が現われ， 13.5 (ホ文字）にすると， 
更にまた内部に赤枠（第10図 d ) が現われ，それぞれの 
レンズの画面範囲を示します。 

が上のようにして 13.5 にすると 5 cm から1义 5 cm まで 
のレンズの全4種類の枠が一度に見えますので，被写体 
に応じてどのレンズを用いるとよいかが，ただちにわか 
り非常に便利です。 

なおな上いずれの場合も光像枠は，パララックスが自 
動的に補正され，近距離の被写体でもファインダーの光 
像枠と実際の画面とがズレるム配はありません。 

広角レンズ用ファインダー 

広角レンズ使用の場合には，眼を僅かに左に移します 
と別のファインダー視野が見えます（第11図）。このファ 
インダーの縁は 2.8 cm の広角レンズの画角を示し，内側 



に見える黒色の枠は 3.5 cm のレンズの画面に相当します。 
パララックスの自動的補正はありません。 

なお， 3.5 cm 枠の内に更に破線がありますが，これは 
最短被写体距離ではここまで画角がずれることを示すも 
ので，被写体距離 1.3 m 化内の場合に用います。 
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シャッター目盛盤 


シャッター速度目盛（第12図）のセットはシャッター 
の巻上げの前でも後にでも行なうことができます。 

シャッター目盛盤上の数字はシャッター速度を示し， 
例えば1は1み，60は1/60秒の意味です。 

目盛を読む指標は目盛盤の外側にあります。 

目盛盤をセットするにはその周縁の歯車をそのまま 
(つまみ上げないで）左右どちらの方向に回してもさし 
つかえありません。この場合クリックによって各目盛で 
止まります。クリックの中間にとめて使用されてもよい 
のですが，必ずしも中間の速度が得られるとは限りません。 

目盛盤を B (バルブ）に合わせますと，シャッターは 
シャッターボタンを押している間だけ開きます。 

目盛盤を T (タイム）に合わせシャッターボタンを押 
せば，シャッターが開いたままとなり，指を離しても開 
じません。閉じるには目盛盤の数字 B または1000が外側 
指標を通過するまで右または左に回します。 

シャッター 目盛の数字は緑色と赤色と白をとにを分け 
にしてあります ろ S '， これは フラッシュ シンクロセレクタ 
一のセットを し易くするためです （26 ページ 参照）。 

シャッター目盛は倍数系列であり，等分目盛にしてあ 
りますから，電気露出計を連動させて使用することがで 
きます （34 ページ参照）。 
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セルフタイマー 


セルフタイマーによって撮影をするには，セルフタイ 
マーレバー（第13図）を図で示すように矢印の方向に回 
します。そしてシャッター速度をセットし，シャッター 
レバーの卷上げを行なっておけば，セルフタイマーレバ 



一のすぐ下にあるボタンを押しますと，セルフタイマー 
は作動し始め，ジーと音がしてある時間後に自然に シャ 
ッ ターが切れます。 シャッ ターレ バーの 卷上げはセルフ 
タイマーをかける前でも後でもさしつかえありません。 

セルフ タイマ' 一 の作動時間はこのレバ' 一 を回す量（角 
度）によって最短3秒ないし最長10秒の間で調節できま 
す。この角度は大体 S つの白点によって示されています 
が，少くともレバーの他端の凹みが最初の白点まで回し 
ませんと作動しません。 

セルフタイマーは1/1000〜1秒のシャッターに使用し 
ます。 B にセットしてかけたのではある時間開きますが， 
T にしてかけたのではシャッターは開いたままです。そ 
こでシャッター目盛盤を回さないと閉じません。 

セルフタイマーをかけてもこれを使用しないことにな 
ってもシャッターボタンを押して撮影できます。ただし 
この場合あとでセルフタイマーはかけたままにしておか 
ないでください。 
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レンズの絞り 


レンズを絞るには，レンズ鏡顺の絞りリングを回して 
F ナンバーの数字を白点に合わせます（第14図）。 

ドナンバーの数が大きければ，それだけ実際の絞りが 
小さくなります。そして F ナンバーの系列はナンバー每 
にレンズの明るさが2倍だけ増減するようになってお 
り，またニコンカメラのシャッター速度の系列は2倍ず 
つ変化しますので， F ナンバーとシャッター速度（露出 
時間）との関係は例えば义のようになります。 


F ナンバー 

2 

2.8 

4 

5.6 

8 

11 

16 

露出時間 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

渺） 

500 

250 

125 

60 

30 

15 

8 


この関係は被写体の明るさが同じならば F ナンバーを 
右へ進める（絞り込む）ごとに露出時間は2倍にしなけ 
ればならないことを示します。しかしこの表はただ2倍 
という比率関係を示す例であって，上下の数字の組合わ 
せが常に適正な F ナンバーとシャツター速度であるとい 
う意味では決してありません。 
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被写界深度 


被写界深度とはレンズの焦点を合わせたある距離の被 
写体の前後どれだけの範囲が十分に鮮鋭な像として得ら 
れるか， その奥行きのことです。この深度はレンズの F 
ナンバー （F :1.8, F : 5.6, F : 8など）と焦点を合わせた被 
写体迄の距離とに関係し， F ナンバーの数が小さければ 
それだけ被写体の前後で鮮鋭となる深度は浅くなり，ま 
た被写体の距離が近ければそれだけ深度は浅くなります。 

ニコンカメラでは別の被写界深度表を参照する必要は 
ありません。（交換レンズでは各レンズの鏡禍について 
おります）レンズの取付け基部に深度計がついておりま 
すから，深度はこれによってただちに読みとることがで 
きます。义にその読みとり方の一例を示しておきます。 


例 

いま広角义 5 cm レンズの場 
合を例にとり被写体の距離 
を 3 m とします。この距離 
にレンズの焦点を合わせま 
すと，深度計の指標に距離 
目盛は 3 m と出ます（第15 
図）。そこでレンズを F : 
5.6 に絞った場合の深度は， 
指標の両側の 5.6 という数字 
によって読める距離範囲と 
なります。すなわち約 2 m 
から 5 m までの間であります。 


15 



いいかえますとカメラから 2.25 m より 5 m までの間の被 


写体ならば絞り F : 5.6 の場合に十分鮮鋭な像が得られま 
す。更にこれにより前後にはずれた被写体は义第にぼけ 
てしまうわけです。 


内部フイルム面の位置 



カメラ 上ぶたの アクセサリー 
シューの近くにつけてあるみと 
いう マークはカメラ 内に装填し 
たフィルム面の位置を示しま 
す。これは 近接撮影の際などに 
被写体距離を厳密に定めたいと 
きの基準点として利用します。 
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レンズをカメラから取りはずすには， 

1. 距離目盛の〇〇 (無限遠）を指標に合わせます。 

2. レンズ取りはずし爪を押します※1(第17図）。 

3. レンズの指標がカメラの方の赤点に合うまでレンズ 
を右（レンズに向って見て）に回しますと，レンズ 
ははずれます。 


レンズをカメラにふたたび取り付けるには， 

1. カメラとレンズの距離目盛を両方とも〇〇 (無限遠） 
に合わせます。 

2. カメラの赤点とレンズの指標を合わせ，カメラのレ 
ンズ孔※ 2 に入れます。 

3. レンズを左へカチッと音が鳴り，止まるまで回します。 

4. このとき，レンズ取りはずし爪が元に戻ること（落 
ち込むこと）を確かめてください。 

日.距離リングを操作し，焦点調節ギアが回転すること 
を確かめてください。 

カメラは，レンズのある場合はレンズを，レンズのな 
い場合にはレンズ孔を，直射日光に当ててはいけません。 
カメラの前面を掌または身体で隠します。 

:取りはずし爪を強く押し込むと，距離目盛に傷が発生するので 
ご注意ください。 

《2 :カメラボデイ正面の，レンズ取り付け部の巧のことを言います。 
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レンズフード 


レンズはなるべく常にフードをつけてご使用になるこ 
とをおすすめします&1。斜前方又は側方から強い光がレ 
ンズに入る場合にはフードは絶対に必要となります。 

フードを装着するには，フード両側のボタンを指で押 
しこんで，レンズ前端のフード取り付けネジ部（絞りリ 
ング）に当て，ボタンから指を離してフードを右へ（時 
計の針の方向に）止まるまで確実に廻すと取り付けられま 
す（第18図）。 

フードを外す場合は，フードを左へ（時計の針と反対 
に）廻してから，ボタンを指で押しこめば取り外せます。 

又，不用時には逆にしてレンズにかぶせて取り付けら 
れます（第19図）。 

:ただし，フードを装着するとフアインダーをのぞいたときに視 
界の一部がケラレますので，必要に応じて取り外してください。 
《：フード使用時および、逆向き取り付け時はレンズキャップを装 
着できません。 
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カメラへのフイルム装填 
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■ カメラの裏ぶたを取りはずすには，カメラの底 

部にある開閉用キイを回して指標を open に合わ 
せ（第20図），裏ぶたに親指をあてて押し出すよ 
うにして静かに取りはずします（第21図）。 

フイルムパトローネをスプールと 反対側に納め 
ます。 

义にパトローネからフィルムを 10 cm 程出し 
フイルムの末端をスプールの隙孔に差し込んで， 
隙孔のふちの突起にフイルムの穴をかみ合わせて 
から（第22図），スプールの下をくぐらせて巻き 
ます。フイルムの穴をスプロケットにかみ合わせ 
てからフイルムを押えながら（第23図）スプール 
にたるみなく巻けましたら，カメラの裏ぶたをか 
ぶせます。そして開閉用キイの指標を close に回 
すと，フイルムはカメラに装填されたことになり 
ます。 

しかしここでシャッターボタンの周縁の卷もど 
し切換えリングを A ^’ i (第24図）に回すことを忘 
れてはなりません。そしてシャッター巻上げレバ 
一を2または3回巻き上げてシャッターを切り， 
解巧兩ぉ I 装填中に感光した部分のフィ 
ルムを送っておきます。 

なおこのカラ撮りの卷上げ 
の際，巻もどしクランクが矢 
印と反対方向に回ればフィル 
ムが正しく送られていること 
がわかります。 

もし装填後レバーを操作す 
る前に切換えリングを A に合わせることを忘れ， 
民に合わせたままでレバーを卷上げると，その度 
に フイルムは 前進しますが， シャッターは かかり 
ませんので， フイルムは 無駄となり，义に述べる 
自動コマ数表示盤の指示が狂います。 

《1 : A = Advance :フィルム巻き上げ時にセットします。シ 
ャッターチャージも行われます。 

R = Rewind : フィルム 巻き戻し時にセットします。卷 
き上げ レバーの 操作で フィルムの 巻き上げは行われま 
すが，シャッターチャージは行われません。 

※： S 型用ニコンマガジンの使用は保証致しておりません。 
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自動コマ数表示盤 


この表示盤（第25図上）はカメラの裏ぶたを開くと同 
時に，自動的に出発点（ゼロが前）にもどるようにして 
あります。フイルムを装填したならば，前ページで述べ 
たようにコマ数表示盤が1を指すまで2または3回カラ 
写しをします。それな後，撮影を進めるにしたがって， 
露出済みのコマ数が36まで自動的に示されます。 



フイルム長さ 
表示窓 


J これは自動コマ数表示盤 

の向い側（第25図下）にあり 
ます。ツメで突起をひっかけ 
て36または24のいずれかに 
しておけば，装填したフイル 
ムの長さを表示できます。 


フィルム I S 0感度表示盤 


これはカメラの底部（第26図） 
にあります。装填したフイルムの 
IS 0感光度を示すためです。 

なお E とあるのは Empty の意 
味で，フイルムを取り出した際こ 
こにセットしておきます。 
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フイルムの巻きもどし 



撮影ずみのフイルムは，これを 
取り出して新しいフイルムを入れ 
換えなければなりません。これに 
はフイルムをフイルムパトロー ネ 
に巻きもどします。 

まず裏ぶたを開く前にシャツタ 
ーボタンのところの卷きもどしリ 
ングを民に回してから（第27図） 
巻きもどしクランクを起こして， 
矢印の方向に回していきます。こ 
の間シャツターボタンは回ってい 
ます。フイルムが完全に巻きもど 
された時には一旦抵抗を感じます 
が，さらに回せばフイルムがスプ 
ールからはずれ，急に軽くなりま 
す。クランクを回してもシャツタ 
ーボタンは回りません。そこで裏 
ぶたをあけてフイルムパトローネ 
を取り出します。 


特殊な理由により故意に二重露出をしたい場合にはま 
ず フイ ルム卷きもどし切換えリングを民に合わせます。 
乂に卷きもどしクランクを矢印方向に回して，シャッタ 
ーボタン上の赤点が一回転と少し余分 （90 度な内）に回 
るまでフイルムを巻きもどします。そして切換えリング 
を A にもどしてから，シャッターレバーを巻き上げ，第 
二の露出のためにシャッターボタンを押します。この際 
一度目と異なるシャッター速度を与えたければシャッタ 
一目盛盤をセットしなおせばよいのです。 

なお二重露出によって自動 コマ 数表示盤は1 コマ また 
は2 コマみ よけいに表示されます。 

(注意） 

一回目と二回目の露出の際， コマ 位置は フイルムの たるみ， カーリ 
ング，巻き上げの緩急などにより，若干のズレが生じる場合があり， 
完全に コマ 位置を合わせることはできません ので ご注意ください。 


— 25 — 






フラッシュ撮影 


スピードライト撮影の場合 

. スピードライトの接続 
スピードライトを接続する 
際にはスピードライトに接続 
したシンクロコードのプラグ 
部みを，シンクロソケットに 
差し込みます（第28図）。 



(注意） 

本製品のアクセサリーシューは専 
用フラッシュガン，専用露出計，専 
用ファインダー等（現在販売は致し 
ておりません）を装着するためのもので，ホットシュー等のダイレク 
卜接点はありません。取り付け脚に接点のあるスピードライトは，直 
接アクセサリーシューには取り付けないでください。取り付ける際は， 
テープ等で接点を絶縁してください。また，挿入式フラッシュ用接点 
(アクセサリーシュー前部）も専用フラッシュガン用であり，現在の 
スピードライト等にはが応致しておりません。 


• シャッター速度のセット 
(第29図） 

シャッター速度は60または 
それな下の低速度側にして下 
さい。但し，タイムラグのある 
スピードライトではそのタイム 
ラグに応じてシャッターを30ま 
たはそれな下にして下さい。 


FX •F 


. シンクロセレクター (FX) 

のセット 

セレク ターをセッ トするに 
は，シャッター目盛盤の周囲 
の歯車を指で持ち上げて左右 
いずれかに廻します。シンク 
ロセレクター窓にはセレクタ 
一を右に廻すにしたがって，上図の順にマークと文字が 
現れますので 「 FX 」 を選択します。 

尚，セレクターの 右廻転は緑 マークで 止まり，左廻転 
は FX で止まるようにしてあります。この限界を超して 
無理に廻さないで下さい。 


□□ 


フラッシュガンの場合 

付録の「専用フラッシュガン」 （36 ページ）を参照し 
て下さい。 
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赤外線写真 


赤外線写真撮影に当たって焦点を合わせるには，まず 
距離計の二重像合致を行ない，それから距離目盛を読み 
ます。そしてレンズを右方（レンズに向って見て）に少 
しばかり回転し，求められた距離を乂の表に示す位置ま 
でずらせます。このずらせる量はレンズの種類によって 
異なりますことにご注意ください。 


3.5 cm レンス 

F : 1.8 

レンズ鏡脈上の民のついた 



刻線 



ここに図示した例では距離目盛が 20 m と出た場合で 
す。そこで20の目盛を民のついた刻線まで回します。 
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カメラのもち方 

シャッターを切る際のカメラぶれを避けるために，力 
メラをしっかり持つことは，鮮鋭な作画を得るための絶 
対必要条件です。 

したがってカメラを横に持つ場合にはカメラを頼に当 
て（第31図），縦に持つ場合には額に当てる（第32図） 
ことをおすすめします。シャッターボタンは静かに押し 
てください。 

なおこの際撮影者は足を開いて手のひじは体につけ， 
呼吸は射撃の時のように止めるのもよいことでしよう。 
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巻上げレバー 

巻上げレバーを止まるまで親指で右に押しますと，レ 
バーは手を離せばもとへもどりますが，完全にもとの位 
置にはおさまらず，いくらか間隙ができます。これは义 
の巻き上げがしやすくしてあるのです。指でちょっと押 
し込めば完全におさまります。 

シャッター目盛盤は中ん部だけが巻き上げの際および 
シャッターを切る際に回転します。中心部の黒点は速度 
に目盛をセットする外側の指標と合致していれば，シャ 
ッターが巻き上げてあることがわかります。 

親指はシャッターを巻き上げたならばカメラの裏側に 
当てます。そして左手で距離リングを回しながら，焦点 
合わせと構図決定を行ない，人差指をシャッターボタン 
にかけ，カメラを両手でにぎり込みます。 

1/30な下の遅い速度のシャッターを切る場合はかなら 
ず S 脚または何等か固定した台を使用してください。 

なおこの際シャッターボタン上にケーブルレリーズを 
はめて，これによってシャッターを切ると安全です。あ 
るいはセルフタイマーを利用することもできます。 
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速写ケース 


カメラは速写ケース（第 
34図）に入れたならば底の 
ナットを締めてください。 

このナットにはねじ孔が 
あって，カメラをケースに 
入れたまま呈脚に取り付け 
ることができます。 

速写ケースは前ぶただけ 
を取りはずすことができます。 

前ぶたはこれをただひっ 
ぱってもとれません。第35 
図に示すように底部のナッ 
卜の両側まできている前ぶ 
たの末端部を後方（カメラ 
のレンズと反対側）からめ 
くるようにします。 



34 


前ぶたを取り付けるには， 

末端部のボタンをただ平ら 
に押したのではとまりません。取りはずした時と T 度反 
対に，まずスナップの突起の前側（カメラのレンズ側） 
にスナップ孔内側を引っかける（第36図）ようにして入 
れてから全体を押します。 
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イ寸録 

ニコン SP 発売当時に販売しておりました 
r 交換レンズ」「ニコン用連動露出計」「専 
用フラッシュガン」の使用方法を記載致し 
ました。 

いずれの製おも，現在は販売致しており 
ませんので，あくまでご参考としてお読み 
ください。 
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交換レンズ 



カメラに望遠または広角レンズを取り付けるには， 

1. カメラとレンズの距離目盛は両方とも〇〇 (無限遠） 
にセットしておきます。 

2. レンズをカメラのレンズ孔に入れ（第37図），この 
際鏡脈のホ点をカメラの赤点の位置に合わせます。 

3. そこでレンズを左へ（時計の針と反対に）カチリと 
いって止まるまで回します。 

4. この位置で鏡顺上のツメが元へもどることを確かめ 
てください。 


レンズの取りはずしはツメを押しながら上記の手順を 
逆にすればよいのです。 

望遠レンズの焦点合わせはカメラの焦点調節用ギヤに 
よって行なうのでなく，鏡顺のリングを回して行ないます。 

カメラの距離計と連動する交換レンズは 2.5 cm から 
13.5 cm です。 18 cm 化上の望遠レンズでは連動しません 
ので，別に望遠レンズ用のレフボックスをカメラとレン 
ズとの間に取り付け，レフボックスの焦点ガラスを見て 
焦点合わせと構図決定を行ないます。 
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フイルタ 


ニコンフイルターには ねじ込み式と， シリーズ 式とが 
あります。 

ねじ込み式はそのままレンズにねじ込み，またはその上に 
スプリング式フードを取り付けて共に使用できるものです。 

シリーズ式フイルターはねじ込み式フードにはさんで 
用います。フイルターだけをレンズに取り付けるときに 
は，アダプターリングインサートを用います。 

フイルターガラスの両面は反射防止 コーテ ッドされて 
おり，フイルターはプラスチックケースに納めてあります。 

フイルターは 各 レンズに 応じて特に右表に示すような 
寸法の ニコ ンフイルターの 
ご使用をおすすめします。 

他の製品特に JIS に準拠し 
ない ものでは画像または レ 
ンズ自体に何等かの故障を 
起こすことがありますから 
ご注意ください。 

フイルターを 用います時 
には，露出時間を フイ ルタ 
一のファクター （倍数）だ 
け長くするかまたはそれだ 
けレンズ絞りを大きくする 
必要があります。（下表参照） 


フィンレター 

ニッ コール レンズ 
(: ニコンマウント） 

シリーズ 

ねじ 

込み 

W 

52 

2.1cmF 

4 

W 

— 

2.5cmF 

4 

YD 

43 

2.8cmF 

3.5 

— 

43 

3.5cmF 

1.8 


43 

3.5cmF 

2.5 

YD 

43 

3.5cmF 

3.5 

— 

62 

5 cmF 

1.1 

YD 

43 

5 cmF 

1.4 

VI 

40.5 

5 cmF 

2 

m 

— 

8.5cmF 

1.5 

w 

48 

8.5cmF 

2 

YD 

52 

10.5 cmF 

2.5 

W 

34.5 

10.5 cmF 

4 

YU 

43 

13.5cmF 

3.5 

K 

— 

18 cmF 

2.5 

K 

— 

25 cmF 

4 

110mm 

- 

50 cmF 

5 









フイルターファクター 


種 

類 

記 

号 

昼光 

電 灯 








(タングステン光） 




淡 

Y43, 

Y44, 

Y45 

1.5 

1 

黄 


を 

中 

Y47, 

Y48, 

Y49 

1.7 

1.2 




濃 

Y51, 

Y52, 

Y53 

2 

1.5 

才 

レンジ色 


055, 

056, 

057 

3 

2.5 

ホ 


を 


R59, 

R60, 

R61 

6 

— 

緑 


を 

淡 

濃 

X0 

XI 

2 

1.7 

2 

紫 

外 

線 


1 38 ， 

1 39, 

L40 

1 

1 

二 

ユ ー 

卜 

ND4X 


ND4X 


4 

— 

ラ 


ル 

ND8X 


ND8X 


8 

- 


(注意） 

3.5 cmF 1.8 復刻モデルに，従来のニコン製 43 mm フィルターけ、ジピッ 
チ= 0.5 mm ) は使用できません。無理に装着すると，レンズもしくは 
フイルターのネジを傷めます。 


— 33 — 






































ニコン用連動露出計 


ニコン S P 型にはそのアクセサリーシューにニコン用 
連動露出計を取り付けられます。これはカメラを被写体 
に向け，露出計の絞り目盛盤をレンズの絞りによって指 
針の示すところまで回転させるだけで，シャッター目盛 
がセットされ，適正露出が与えられるようになっており 
ます。 




使用ま 

まず露出計をアクセサリーシューに差し込み，指で少 
し引き離しながら（第38図），カメラのシャッター目盛 
盤を回して，これの夕の歯車を露出計の底部にある歯 
車にかみ合わせるのですが，この場合露出計の側面歯車 
の上方にある指標（第38図）にカメラシャッター目盛盤 
の1000を合わせ，露出計上面の指標で読める速度目盛の 
数字も同じ数字の1000を指すようにします。 

义にカメラに装填してあるフイルムの感度に合わせて 
露出計上の A S A 目盛盤をセットします。 

撮影に当たり，被写体に露出計の前面窓を向けますと 
指針が動きます。カメラの方のシャッター目盛盤を回転 
しながら（第39図），カメラのレンズに与えた絞りと同 
じ数字が指針のところにくるようにします。これでシャ 
ッター目盛盤はその時の適正露出時間にセットされたこ 
とになるのですからシャツターが切れるわけです。また 
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反対に目的とするシャッター速度をカメラのシャッター 
目盛盤上でセットすれば，指針によって露出計の絞りの 
目盛が指示され，これがこの時レンズに与えるべき適正 
絞りであることがわかります。 

被写体が明るい時には露出計の前面の開閉扉を閉じ， 
絞り目盛は黒をの数字の方を用い，多少暗ければ，扉は 
蝶番の左端を押して（第40図）開き，この場合絞り目盛 
のホ文字の方を読みます。 

また更に被写体が暗い場合には，露出計の側面に増幅 
器を差し込みます（第41図）。そして絞り目盛の数字は 
やはり赤色の方を用いますが，この際露出計の速度目盛 
をセットし直す必要があります。すなわち速度目盛の指 
標として副指標卢を用いて，速度数字を読み取ったなら 
ば，この数字を主指標▼まで動かし，シャッター速度を 
2段ずらせることです。 

もしシャッター速度が1秒が上になる時にはシャッタ 
一目盛盤は B で止って動きませんから，露出計の方の速 
度目盛盤を回すことによって絞り目盛を指針に合わせま 
す。そして速度目盛盤上で適正露出時間を読み取り （15 
秒まで読めます），これによって B にセットしたまま正 
しく押します。ただし露出計上の速度目盛盤の指を離せ 
ば自然にもどって2秒を示すことにご注意ください。 

なおこの露出計は反射光式ですから，入射光を測定さ 
れる際には備えつけの乳白板を露出計窓に（もし増幅器 
使用の時にはこれにも）差し込んでください。 



ミ^!^若 滅 
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専用フラッシュガン 


42 



のアクセ 
W 差し込め 

& クセサリ 

前にぁる 
にま奠続し 


フラッシュ ガン （例え 
ば BC 3型）を用いる際 
には，コードのプラグを 
シンクロソケット （第42 
図）に差し込みます。 

ポケット型フラッシュ 
ガン B C 4または5型の 
場合には，これをカメラ 
のアクセサリーシューに 
し込めば，そのままァ 
セサリーシューのすぐ 
にある接点（第43図） 
コードを用いる 
必要はありません。 

いずれにしてもご使用 
になる閃光電球の種類と 
シャッター速度とによっ 
て，シンクロセレクター 
を义ページの表に示すよ 
うにセットすればフラッ 
シュは完全同調します。 

セレクターを セッ トす 
るには，シャッター目盛 



盤の周囲の歯車を指で持 
ち上げて，左右いずれか 
に回し，表にあるような 
マークと 文字をすぐそば 
にある窓（第44図）に出 
せばよいのです。 

窓には セレクターを 左 
右に回すに従って义の順 
に マーク と义字が現われ 
ます。 


FX •F 


□□ 
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セレクターの 右回転は緑 マークで 止まり，左回転は F 
X で止まるようにしてあります。この限界を越して無理 
に回さないでください。 

閃光電球としてはなるべく上表で示すように小型 F P 
級， M 級または F 級のものをご使用ください。小型 FP 
級， M 級の場合には シンクロ 窓の マークの 色を，また F 
級の場合には F の文字の色をシャッター目盛盤の数字の 
色と一致させればよいことになります。 

レンズの絞りはフラツシユガンに付いているガイドナ 
ンバー計算盤によって見出して定めます。 

ストロボの場合 

ストロボをご使用の時には，上表に示す通りシャッタ 
一速度は60またはそれな下（緩速度）に，シンクロセレ 
クターは FX にしてください。ただしタイムラグのある 
ストロボではタイムラグに応じてシャッターを30または 
それな下にします。 
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ニコンマガジン 


ニコンカメラには市販の日中装填フイルムパトローネ 
を使いますう S '， 別に 35 mm フイルムを装填できる専用マ 
ガジンも発売しております。 

ニコン マガジンは外枠と内枠そしてスプール（巻軸） 
から成ります（第45図）。外枠の底の数字は装填したフ 
イルムの感光度 ( ASA ) を表示するためです。黒い数 
字は黒白フイルム，ホい数字は カラー フイルムのためで 
す。数字は縁の白線に合わせます。マガジン内の全フイ 
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内枠 スプール 外枠 


ルムの撮影がすみ，カメラ 
から取り出した時には数字 
を赤点の方に合わせておき 
ます。 


マガジンを開くには 

マガジンはそのスプール 
の突き出た方を手前にして 
左手で持ち（第46図）右手 
親指で内枠頭のボタンを押 
しながら内枠を右に回し， 
夕 W をのあきと内枠のあきと 
が合致するまでにします 
と，内枠は夕村をからとび出 
しますから，内枠を夕村をか 
ら抜き出せば，スプールも 
取り出せます（第47図）。 
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フイルムのマガジンへの装填 

(暗室内で） 

まずフイルムの末端を切って舌形になし，スプールを 
左手でもち，フイルムの舌は右手で乳剤側を下にして， 
スプールの大きい方の隙孔から通します（第48図）。フ 
イルムは通したならばしっかりと歯にかかって抜けなく 
なりますから，乳剤側を下にていねいにスプールに巻い 
ていきます。 

フイルムを卷いたスプールはそのつまみの方を先にし 
て末端の方から内枠に入れ，フイルムの末端は外に出し 
ます（第49図）。そして外枠をかぶせ，内枠を前述の開 
く場合と反対に左へ2回カチリと音がするまで回しま 
す。 

これでマガジンは閉じられ，フイルムは完全に外光か 
らさえぎられます。 


フイルムの取出し 

(暗室内で） 


マガジンを開く時と同様にしてフイルムを巻いたスプ 


切り残りがスプールの隙 
孔に残ってどうしても取 
り出せない場合には，隙 
孔の縁にねじ止めしてあ 
る止め金をはずして，フ 
ィルムを取り去ってから 
ふたたびねじ止めしてお 
きます。 



ールを取り出したならば，末端の舌の基の所でフイルム 
を切ります（第50図）。そして隙孔に残ったフイルムは， 
舌の末端（舌の基でなく） A 

から引き出します。この 

ためにはあらかじめ舌は ' ' 

十分長く作っておく必要 
があります。フイルムの 
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カメラの手入れと取り扱いについて 


カメラを末永くご使用ぃただくために，普段から心掛けてぃただきたぃ， 
取り扱ぃ上の注意や，お手入れの方法などをまとめてあります。 

へ \ シンナーやベンジンなどの有機溶剤をカメラの清 

/\\整化 ( X ) ミきに使用しなぃこと 
/!\ g 口 义災や健康障害の原因となります。 

|_使用禁止製品を破損します。 

■カメラ本体を手入れする際のま意 

• カメラ本体のお手入れは，ブロアーでゴミやホコリを軽く吹きネムった 
後，柔らかぃ清潔な布で軽く拭ぃてくださぃ。 

特に，海辺で使った後は，真水を数滴たらした柔らかぃ清潔な布で塩 
分を拭き取ってから，乾ぃた布で軽く拭ぃて乾かしてくださぃ。 

■ レンズを手入れする際のを意 

• レンズにゴミやホコリが付ぃてぃるときは，キズが付きやすぃので，ブ 
ロアーでゴミやホコリを軽く吹きネムう程度にしてくださぃ。 

万ーレンズに指紋など力 s 付ぃてしまった場合は，柔らかぃ清潔な布に 
市販のレンズクリーナーを少量湿らせ，軽く拭き取ってくださぃ。 
■強ぃショックを与えなぃでくださぃ。 

• カメラおよびレンズを落としたり，ぶつけたりしなぃように注意してくだ 
さレ、 0 

強ぃ衝撃や振動を加えますと，破損したり精密に調整された部分に 
悪影響を及ぼします。 

■シャッター幕に触れなぃでくださぃ。 

• シャッター幕は非常に薄ぃ布製の幕でできてぃますので，押さえたり， 
突ぃたり，ブロアーなどで強く吹くなどは，絶がにしなぃでくださぃ。 
シャッター幕のキズ，変形，破損などの原因となります。 

■カメラをご使用にならなぃときは，必ずレンズ前ぶたを装着して 
くださし、。 

• このカメラは布製のシャッター幕を使用しており，直射光等の強ぃ光に 
さらしますと，シャッター幕を傷めたり，漏光の原因となることがありま 
す。 

■ 極端な温度変化は避けてくださぃ。 

温度差が極端となる所（寒ぃ所から急に暖かぃ所や，その逆となる所） 
にカメラを持ち込むと，カメラの内夕'いこイ(滴を生じます。 

•••カメラをバッグやビニール袋などに入れて，周囲の温度になじませて 
からご使用くださぃ。 

■水しぶきなどがかからなぃ場所で使用してくださぃ。 

このカメラは防水構造ではありません。もし水滴がつぃた場合はすぐに 
乾ぃた布で拭き取ってくださぃ。 

■風通しの良ぃ場所に保管してくださぃ。 

カビや故障などを防止するために，風通しのよぃ乾燥した場所を選んで 
カメラを保管してくださぃ。 

•••ナフタリンや棒脳の入ったタンスの中，磁気を発生する器具のそば， 
極度に高温となる夏期の車内，使用してぃるストーブの前などにカメ 
ラを置かなぃでくださぃ。故障の原因になります。 

•••保管する際は，カメラをポリエチレン袋などに乾燥剤とぃっしよに入れ 
ておくとより安全です。ただし，皮ケースをビニール袋に入れておくと， 
変質することがありますので避けてくださぃ。 

•••乾燥剤（シリカゲル）は湿気を吸って効力がなくなりますので，ときどき 
とりかえてくださぃ。 

■••カメラを長期間使用しなぃまま放置しておくと，カビや故障の原因 
となることがありますので，1力月を目安に，数回シャッターをきって 
くださぃ。 

■長期間使用しなかったときは，フィルム装填前に数回シャッター 
をきってくださぃ。 

このカメラは，ニコン SP 発売当時の古ぃタイプのメカニカルシャッターを 
復刻して使用してぃます。フィルム装填前に数回シャッターをきり，馴染 
ませてからご使用ください。 
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アフターサービスと保証について 


■この製品についてのお問い合わせは 

ご意見，ご質問はニコンカスタマーサポートセンターでお受 
けしています。 

* ニコンカスタマーサポートセンターにつきましては，本使用 
説明書43ページをご参照ください。 

■修理を依頼される場合は 

ご購入店，または当社サービス機関にご依頼ください。 

-ご転居，ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することが 
できない場合は，最寄りの販売店，または当社サービス機 
関にご相談ください。 

-当社サービス機関につきましては，本使用説明書43ページ 
をご参照ください。 

■補修用性能部品について 

本機の補修用性能部品の保有期間は，製造巧ち切り後10年間 
を目をとしています。 

-補修用性能部品とは，その製品の機能を維持するために必 
要な部品です。 

-修理可能期間は，部品保有期間内とさせていただきます。 
なお，部品保有期間経過後におきましても，修理可能な場 
合もありますので，ご購入店，または当社サービス機関へ 
お問い合わせください。 

-水没，火災，落下等による故障，または破損で全損と認めら 
れる場合は，修理が不可能となります。なお，この故障または 
破損の程度の判定は，当社サービス機関にお任せください。 

-製品の保言正【こ〇し、て- 

1この製品には「保証書」がついていますのでご確認ください。 

2保証書はお買い上げの際，ご購入店からお客様に直接お渡し 
することになっています。 

「ご愛用者氏名」および「ご住所」「購入年月日」「購入店名」 
がすべて記載された保証書をお受け取りになり，内容をよく 
お読みのうえ，大切に保管してください。 

3保証規定による保証修理は，ご購入日から1年間となってお 
ります。 

「保証書」をお受け取りになりませんと，上述の保証修理が 
お受けになれないことになりますので，もしお受け取りにな 
らなかった場合は，ただちにご購入店にご請求ください。 

4保証期間経過後の修理は，原則として有料となります。また， 
運賃諸掛かりはお客様にご負担願います。 

5保証期間中や保証期間経過後の修理，故障など，アフターサ 
ービスについてご不明なことがございましたら，ご購入店， 
または当社サービス機関へお問い合わせください。 
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仕様 


ニコン SP 復刻モデル仕様 

形式 35 mm 距離計連動式フォーカルプレーンシ 


ヤッター カメラ 
使用フイルム 35 mm フイルム 
画面サイズ 24 mm X 端 mm 

レンズマウント ニコン S マウント（バヨネット式） 
シャッター 横走りゴム引き布幕式フォーカルプレーン 


シャツタースピード 

焦点目盛 

セルフタイマ'一 
シンクロ接点 


ファインダー 

(視野枠付き） 

フィルム感度 
フィルム巻き上げ 

フイルム 巻き戻し 


ンヤツター 

T , B , 1,1/2, 1/4, 1/8, 1/15, 1/30, 1/60, 
1/125, 1/250, 1/500, 1/1000砂等間隔目盛 
m 表記(〇〇~0.9) 

接続時間可変式（3，6,10巧の目盛付き） 
タイムラグ可変式，シンクロソケット付き， 
スピードライトは l /60 f 少な下で同調 
ブライトフレーム式等倍ファインダー， 
5 cm , 8.5 cm , 10.5 cm , 13.5 cm 光像枠付き 
アルバタ式広角ファインダー， 2.8 cm , 3.5 cm 
ISO 感度表示 

一作動レバー式，136°回転，小刻み巻き 
上げ可能，予備引出角15° 

クランク式 


コマ数計 自動復元順算式 

裏ぶた 着脱式（モータードライブには非が応） 

大きさ（ボディのみ）約 136 mm (幅） x 81 mm (高さ) x 43 mm (奥巧） 
質量（重さ） 約 590 g (ボディ）， 750 g (3.5 cmF 1.8 付き） 


ニッコール 3.5 cmF 1.8 仕様 

レンズ構成 5群7枚 

焦点距離 3.5 cm 

開放 F 値 F 1.8 

絞り目盛 F 1.8 〜 F 22 

距離目盛 0.9 m 〜〇〇 

画角 62°対■角線 

最短撮影距離 0.9 m 

アタッチメントサイズ 


フイルター 取付部 
フードキャップ取付部 

フード 

キャップ 

大きさ 


43 mm (P = 0.75 mm ) 

48 mm (P = 0.5 mm ； 

48 mm (P = 0.5 mm ) スプリング式 
48 mm (P = 0.5 mm ) スプリング式 
約 59.0 mm (径，レンズ取りはずし爪含む ） x 
22.5 mm (長さ，レンズ先端よりバヨネッ 
卜基準面まで） 

約 160 g (付属品含まず） 


質量（重さ） 
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Nikon 


製品の使い方と修理に関するお問い台わせ 


くニコンカスタマーヴポートセンター> 

ミ固共通 

gsg 0 0570 -02-8000 

市内通話料金で Cl 刑用いただけます 

ナビ gy トル ⑩ 


営業時間： 9:30〜18:00 (年末年始、夏期休暇等を除く毎日） 

携帯電話、 PHS 等をご使用の場合は、 03-5977-7033 におかけください。 

FAX でのご相説ま、 03-5977-7499 におかけください。 

音声によるご案内に従い、ご利用窓口の番号を入力してください。 
お問い合わせ窓口の担当者びご質問にお答えいたします。 


ニコン宅配修理ヴービスのご案内 


修理品捆包資材のお届けから修理品のお引さ取り、修理後の製品のお 
届けまでのサービスは下記をご利用ください。（有料サービス） 

<ニコン宅配 f 録里ヴービスお申し込み専用窓 □> 

圍 S 01 20-868-545 

携帯電話や PHS 等からのご利用はでさません。 

営業時間： 9:30〜17:30吐•日 • 祝日を除く毎日） 

年末年始、夏期休暇等、休業する場合びあります。 

なお、上記フ U —ダイヤルでは宅配修理サービス関連1；!外のご案内は行ってお 
りません。 
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株式を社 Z3 > 

ニコ >カゾラ販売株式を社 
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